
実践シンポジウム
日時：令和８年 11月 14日（土）14:00～16:00
場所：岡山県医師会館４階 402会議室 及び WEB

会場定員50名／ハイブリッド形式（ケアキャビネット活用）

岡山県医師会プライマリ・ケア部会、岡山プライマリ・ケア学会合同研修会

【問合せ先】岡山プライマリ・ケア学会事務局（岡山県医師会内）
〒700-0024 岡山市北区駅元町19-2 TEL：086-250-5111 FAX：086-251-6622

【取得単位】
日医生涯教育講座：CC.12 地域医療 ２単位(申請中)
日本プライマリ・ケア連合学会：プライマリ・ケア認定医・専門医更新のための単位 (申請中)

プライマリ・ケア認定薬剤師の認定単位 (申請中)
【参加費】
会員（岡山プライマリ・ケア学会員、岡山県医師会員）・・・ 無料
非会員 ・・・ ￥500－ 会場参加：当日、受付時にご用意ください。

 WEB参加：受講修了された方に、後日振込用紙を郵送いたします。
【申込方法】
会場参加：下記申込書にご記入の上、FAXにてお申込ください。
WEB参加：件名「実践シンポジウム」、氏名・所属・職種等を記載の上、 下記アドレス宛に

 送信をお願いします。 送信先ML：gakkai@p-care-okayama.com

一昨年「岡山に社会的処方を実装する」として、孤独・孤立にまつわる制度の動きや、その対策に
つながる資源が既に岡山にあることをみた。昨年は「岡山に社会的処方を実装するII．こどもと社会
的処方」と題して喫緊の課題とされる子どもの自殺対策の鍵ともなる健康の社会的決定要因や幼少期
逆境体験と、その対策の様々をとりあげた。

この数年のうちに地域づくりの分野でも、高齢者の集いの場作りでも、こどもの居場所づくりでも
社会の様々な分野で孤独・孤立対策は進展してきている。さて、元々リスクを明らかにしてきたはず
の医療はどうしているのだろう。

今回は、そもそもの孤独・孤立の健康リスクを医学的に見直し、その治療や対処、予防について、
どのように実践に結びつけるかを提案したい。

【講演】「健康リスクとしての孤独・孤立
―地域づくり・福祉・学校が動く中で、医療は何を担うのか―」

講師：岡山市保健所 医務監 松岡 宏明 先生

氏名 ふりがな

Tel 職種

所属

【会場参加申込書】
申込締切：令和８年11月10日（火）
FAX：086-251-6622（岡山プライマリ・ケア学会事務局 行）

― 岡山に社会的処方を実装するⅢ．―
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